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グローバル人材育成講演会

２０１５年１０月２７日（火）、栃木

県総合文化センター（サブホール）で

「グローバル人材育成講演会」（栃木県

主催）が開催されました。

本校は、「国際交流体験発表等」とし

て、ＳＧＨアソシエイト校としての活動

報告を行いました。本校教員による概要

説明の後の発表は１年生の新井隆太く

ん、中田遥さん、２年生の大森沙也花

さん、出口枝里さんの４名の見事な連

係プレーによって、大成功を収めました。

「ＳＧＨって、今、何をやっているの？」 という関心・疑問に答え、多くの方々からお褒めの言葉
をいただきました。当日のスライドをもとに、本校のこれまでの活動を振り返ってみましょう。

１ ＳＧＨ(ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊｲｽｸｰﾙ)とは？

ＳＧＨの目標：将来、国際的に活躍できる
グローバル・リーダーの育成

本校の教育目標：国際人として活躍できる
真のリーダーの育成

ＳＧＨは、急速にグロ

ーバル化が進む世界の中

で、日本が生き残りをか

け、高校段階から将来の

グローバルリーダーを育成

することを目的としてい

ます。本校が目指す目標

と同じですね。

今年度は、ＳＧＨ指定

に向けた準備･助走期間

と位置づけています。

そのため、すべての教

育活動の基盤となる

「授業の改善」とＳＧＨ

を知ってもらう「徹底し

た広報活動」を心がけて

います。（HP や通信もそ
の一環です。）そして、

学校行事の「グローバル

化」に取り組んでいます。



＊来年度は、高１の「数理探究」を「総合的な学習の時間」に戻

し、ＳＧＨの課題研究等に関する学習を行う予定です。ＳＧＨに

指定されれば、国の予算で新たな「海外派遣」が可能となります。

高１

１学期に「宇都宮大学国際学部の留学生との交流」

を行いました。「ステレオタイプを打ち破れ」を合い

言葉に、○○という国はこんなイメージ、これを打ち

破る質問を考えました。放課後は希望者による交流が

ありました。

２学期は「イングリッシュキャンプ」があり、英語しか

使えない３日間を過ごしました。生徒の満足度が極め

て高い学校行事です。

そして、カナダでの海外語学研修が今年度、「海外

グローバル研修」（４３名）にバージョンアップしまし

た。佐高生４～５名に留学生を含む大学生２名からな

るチームで課題研究を行います。地域の課題や魅力に

ついて、フィールドワークを交えて研究を行い、英語

でプレゼンをします。１０月２４日にチームが結成さ

れ１１月中にフィールドワークを行います。２月１１

日（建国記念日）に佐野市文化会館で公開の発表会を

開催し、優勝チームはカナダの大学でも発表します。

高２

１学期に台湾の六和高級中學の中高生７７名が来校

しました。六和高級中學とは台湾での修学旅行で訪問

して以来、交流が続いています。歓迎会の後、５つの

分科会（茶道、華道、琴、お好み焼き、伝統玩具）に

分かれ、生徒一人に本校生がペアでつき英語でコミュ

ニケーションを行いました。

夏休み中に「即興型ディベート」の講習会を行いまし

た。、その後、大阪府立大学の中川先生のご指導の下、

１２月の全国大会（大阪）へ向けた練習を行っていま

す。週に２回程度の練習に加え、月１回スカイプを使

って専門家によるアドバイスを受けています。

１０月には「海外修学旅行（台湾）」が行われました。

詳細は、本通信の１４号をご覧ください。六和高級中

學３０００名の生徒から受けた超熱烈大歓迎の感動が

印象的でした。国際交流の良き伝統が、佐高と台湾の

間で育まれていることを実感しました。

中学校

中学校段階では、グローバル教育の基盤となる「我

が国や地域の伝統文化・歴史」等について、自ら体験

することを通して学んでいます。また、ＣＴＰ等によ

り、コミュニケーション能力などを培っています。

高３

１学期に自分の興味や進路に関連のあるテーマで、

高校３年間の集大成として個人研究を実施しました。


